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はじめに 
 
学校での授業は原則的に教科書に沿って行われるものであり、教科書に記載されている海に関す

る内容は、教員が海洋教育を実践するうえで大切な内容です。そこで、教科書に記載されている内

容の中で「海」に関連するものを抽出し、「どのように海に関連するのか」、「どのように海に関連し

て内容を膨らませることができるか」を注釈した資料が、海洋教育の指導資料として有効だと考え

られます。教科書にすでに記載されている内容なので教員にとって実施のハードルは低く、海から

離れた地域でも海洋教育が実践できるという意識を持つことにも繋がります。 
本指導資料では、抽出した内容が海洋教育の４つの観点のどれに該当するのか示しました。 
 

 

【海洋教育の 4 つの観点】 
海に親しむ： 様々な体験活動を通して、海を体験し、海に親しみ、海に進んで関わろうとする態

度を養います。 
海を知る：  海の自然や資源、人との深い関わりに関心を持ち、進んで調べようとする態度を育

成します。 
海を守る：  海の環境保全に主体的に関わろうとする態度を養います。 
海を利用する：水産物や資源、輸送、海を通した人々との結びつきなどを理解し、持続的な利用の

大切さを理解します。 
 
 
【抽出した教科書】 
 
中学校・理科 東京書籍 新編 新しい科学 １ ・・・・・・・・・2 
 東京書籍 新編 新しい科学 ２ ・・・・・・・・・7 
 東京書籍 新編 新しい科学 ３ ・・・・・・・・・10 

 
本書では、上記しました東京書籍 「新編 新しい科学 １～３」（平成 29 年 2 月 10 日発行）に

掲載されている図を引用しています。各図の上に、その図が教科書内に掲載されているページ番号

を記載しています。  
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東京書籍・中学校理科の教科書における「海」 

東京書籍 新しい科学１ 

35 ページ 

 

海や川などの水中で育つ維管束植物は光合成

をします。同じく海や川などの水中で育つ藻類

を、比較対象として同様の実験をやってみる

と、光合成について発展的内容（光合成に関連

する色素について）を学ぶよいきっかけとなり

ます。 
 

 

 

 

 
58 ページ 

 

陸上で育つ植物と同様に、海や川などの水中で

育つ藻類も光合成をしています。写真の藻類の

色に着目させ、陸上植物の色と比較すること

で、光合成について発展的内容（光合成に関連

する色素について）を学ぶよいきっかけとなり

ます。 

 

 

 

 
108 ページ 

 

日本では、古くから塩田で海水を蒸発させて食

塩を取り出す方法で、塩を作っています。この

ことも絡まて、写真について考えさせるとよい

でしょう。 
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184 ページ 

 

海の中でも深さが深くなるほど、水圧が上昇し

て、生息する生き物が変わります。なぜ変わって

いくのか、議論のきっかけを作ることができま

す。 
 

  

 
186 ページ 

  

淡水よりも海水の方が浮力は大きいです。塩湖

の水は浮力が大きく、塩湖の水に入った人間が

浮きます。写真の内容に関連して、発展的内容と

して、浮力の大きさと液体の濃度について考え

ると良いでしょう。 
 

  
 
187 ページ 

 

海の中でも深さが深くなるほど、水圧が上昇し

て、生息する生き物が変わります。深海には深海

魚が生息します。海の生物である深海魚の体の

仕組みの一端を学び、海の生物に親しむきっか

けを作ることができます。 
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192 ページ 

 

日本の深海への挑戦として、国立研究開発法人

海洋研究開発機構（JAMSTEC）が所有する「し

んかい 6500」が紹介されています。しんかい

6500 は深さ 6500mまで潜ることができる有人

潜水調査船で、世界の深海調査研究の中核を担

ってきました。深海に潜るために多くの工夫が

なされており、耐圧殻や浮力材など、理科の学

習内容と関連させると、興味を持たせながら理

解を深めることができるでしょう。JAMSTEC
は、このほかに地球深部探査船「ちきゅう」を

所有しています。日本の海洋調査に関する技術

は世界でもトップクラスです。深海を探査する

目的や調査を実現する技術に触れて、海洋を身

近に感じる糸口にしてほしいです。 
 

 
203 ページ 

 

日本列島周辺の火山の分布を紹介しています。

改めて、日本列島は海に囲まれていることをお

さえ、218 ページからの内容と合わせて、自然

災害とのかかわりについて考えさせるとよい

でしょう。 

 
225 ページ 

 

日本列島周辺のプレートとその動きについて

解説しています。日本列島付近では、日本列島

と太平洋側にかる海溝との間に地震の震源が

集中しています。このような場所で発生した地

震は「海溝型地震」と呼ばれ、津波が発生する

場合があります。 

海を知る 

海を知る 

海に親しむ 海を知る 
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228 ページ 

 

「海溝型地震」により津波が発生するメカニズ

ムをモデル図で説明しています。津波について

正しく理解させましょう。 

 
232-233 ぺージ 

 

見開きで、川と海のつながりを軸に、「地層をつ

くるはたらき」や「地層のでき方」について説

明しています。川と海のつながりを意識させ、

扇状地や三角州など特徴的な地形についてお

さえましょう。 

 
236 ページ 

 

サンゴ礁と石灰岩でできた海岸を紹介してい

ます。様々な堆積物が固まってできた岩石を堆

積岩といい、サンゴやプランクトンなどの生物

の骨格や殻が集まったものは石灰岩やチャー

トと呼ばれます。石灰岩は大洋の温かい浅い海

で堆積した堆積物からできることを確認し、石

灰岩ができた環境とサンゴ礁を結びつけて石

灰岩のでき方について理解を深めましょう。 
 

 
237 ページ 

 

生物の死骸や巣穴などが石となって地層中に

残ると化石となります。238 ページの内容と合

わせて、エビのなかまの巣穴の化石があること

から、この場所が当時どのような環境であった

のかを推測させると良いでしょう。 

海を知る 

海を知る 

海を知る 
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238 ページ 

 

地層が堆積した当時の自然環境を推定するこ

とができる化石を示相化石といいます。生物に

は、あたたかい海や冷たい海などの限られた環

境にしか棲めないものがいるため、それらを手

掛かりにすることができます。アサリ・ハマグ

リやシジミ、サンゴ、ホタテガイなど海産生物

は示相化石として当時の環境を知る重要な手

掛かりとなります。 

 
241 ページ 

 

ヒマラヤ山脈でアンモナイトの化石が見つか

った例を紹介しています。ヒマラヤ山脈からア

ンモナイトの化石が見つかった理由を、大地の

変動と関連付けて考えさせましょう。 

 
243 ページ 

 

長い年月をかけた地球規模での物質の循環に

ついて解説しています。風化・浸食、運搬、堆

積、隆起を繰り返すことで地表の物質は循環し

ています。大地の成り立ちと変化について、川

と海のつながりを中心にして、時間的、空間的

な視点から再度整理させましょう。 

 

  

海を知る 

海を知る 

海を知る 
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東京書籍 新しい科学２ 

58 ページ 

 

発展として、陸上の生物が酸素を利用できるよ

うになった過程で、海が果たした役割について

解説しています。 
海と陸上の生物のつながりについて、様々な側

面から考えさせる活動につなげましょう。 

 
189 ページ 

 

海に囲まれている日本の気候は、海の影響を

大きく受けます。日本周辺の気圧配置は、冬の

時期には特徴的な「西高東低の冬型の気圧配

置」となります。暖流の対馬海流が日本海側に

流れている影響で、日本海上空の空気は水蒸

気を多く含んで、多くの雪を降らせます。一

方、太平洋側には乾燥した冷たい北西の風が

吹きます。190 ページの夏の天気と合わせて、

気候と海の関係についてまとめましょう。 

 
190 ページ 

  

夏、日本列島は、太平洋上で発達した太平洋高

気圧に覆われます。太平洋高気圧はあたたか

く、湿っているため、日本の夏は高温多湿で晴

れる日が多くなります。189 ページの冬の天気

と比較しながら、気候と海の関係について理解

を深めましょう。 

 

海に親しむ 海を知る 

海を知る 

海を知る 
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192 ページ 

 

陸上と海上では、温まりやすさと冷えやすさに

違いがあります。日中は陸上の方があたたまり

やすいため、陸上の気温の方が海上よりも高く

なり、気圧が海上よりも低くなります。その結

果、海から陸へ向かって海風が吹きます。一方、

夜になると、陸上よりも海上の方が冷えにくい

ため、海上の気温の方が高くなり、海上の方が

気圧が低くなります。その結果、陸から海に向

かって陸風が吹きます。これらの風は海陸風と

呼ばれます。一日の中でも海の影響を受けて風

向きに変化があることを理解させましょう。 

 
193 ページ 

 

海陸風とよく似た現象は、より広範囲の大陸と

海洋の間でも起こります。大陸と海洋のあたた

まり方は 1 年を通じて異なっており、大陸と海

洋の間に温度差が生じ、冷たい方に高気圧、温

かい方に低気圧が発生して風が吹きます。この

ような季節に特徴的な風を季節風といいます。

日本列島はユーラシア大陸と太平洋に挟まれ

ているため、季節風の影響を大きく受けます。 
海陸風の発生メカニズムと比較しながら、海と

大気の動きとの関係についてしっかりとおさ

えましょう。 

 
95 ページ 

 

地球規模での大気の動きについてまとめられ

ています。「偏西風」や「季節風」をキーワード

に、日本列島の天候の変化や、大気の動きにつ

いて地球規模で考えさせてみましょう。 

海を知る 

海を知る 

海を知る 
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195 ページ 

 

エルニーニョ現象について、海水温と赤道付

近の東風を関係づけて解説しています。南米

ペルー沖の海水温の変化が、遠く離れた日本

だけでなく、世界的に異常気象を発生させる

ことがあります。海が地球全体に及ぼす影響

が、決して小さくないことを改めておさえ、

海との付き合い方について考えさせるとよ

いでしょう。 

 
 
 
 

 
 
 

  

海に親しむ 海を知る 
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東京書籍 新しい科学３ 

10 ページ 

 

様々なイオンが含まれている液体の例として

海水があげられています。海をマクロの視点

（地球規模の気候への影響や、生態系における

役割）でなく、ミクロの視点で捉えさせましょ

う。新たな視点を提示することで、より海への

理解が深まります。 

 
234 ページ 

 

海中の食物連鎖における量的な関係を解説し

ています。陸上や土中の食物連鎖と比較しなが

ら、海の豊かな生態系について理解を深めまし

ょう。あわせて、これらの生態系を維持するた

めにどのようなことができるのか、環境保全の

視点から議論させるとよいでしょう。 

 
239 ページ 

 

下水処理場において、微生物のはたらきを利用

している例を紹介しています。家庭や工場から

集められた下水は、様々な工程を経て最終的に

川や海に戻されます。川は海につながっている

ことを改めておさえ、私たちの生活が川や海に

与える影響について再考し、環境を保全する意

識を高めましょう。 

 

海に親しむ 海を知る 

海を守る 

海を知る 

海を守る 

海に親しむ 
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242 ページ 

  

 

生物と環境のバランスが生態系の保全に与え

る影響について考えさせましょう。 
川は海につながっているため、海から遠く離れ

た地域も海の環境に影響を与えうることを改

めておさえましょう。 
川からの海への土砂の流出がサンゴに与える

影響を例に、243 ページの内容と合わせなが

ら、環境保全について考えさせましょう。 

 
243 ページ 

 

サンゴ礁の生物多様性の高さについて紹介し

ています。サンゴ礁は、地球上でもっとも生物

多様性の高い場所といわれており、海が生態系

の維持に重要な役割を果たしていることを実

感させることができます。環境保全について考

えさせる良い題材となるでしょう。 
また、サンゴは有性生殖と無性生殖の両方の生

殖様式で個体を殖やすことができます。環境保

全について考えさせる教材としてだけでなく、

生殖様式について理解を深めさせる教材とし

ても活用できるでしょう。 

 
245 ページ 

 

人間の生活が自然環境に及ぼす影響を、川に生

息している水生生物を指標に調査しています。

川は海につながっていることを再認識させ、川

の調査から、海や地球全体への影響まで考察で

きる視点を持たせたいです。 

 
  

海を知る 海を守る 

海を知る 海を守る 

海を知る 海を守る 
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250 ページ 

 

森と海のつながりについて、屋久島を例に紹介

しています。川と海のつながりだけでなく、川

と森のつながりにも意識を向けさせ、海を軸に

した地球全体の環境保全について考えさせる

とよいでしょう。 

 
284 ページ 

 

地球温暖化による海面上昇が及ぼす影響につ

いて、ツバルを例に取り上げています。日本と

同じ島国であることをおさえ、地球規模での環

境保全を考えさせるとよいでしょう。また、発

展として地球温暖化と海水の酸性化について

扱うことで、海を中心にして、地球環境問題に

ついて議論させることができるでしょう。 

 
291 ページ 

 

曽根干潟（福岡県）では市民や自治体が協力し

て、海岸の清掃など、干潟を守る活動を続けて

います。内陸地では、海での直接的な活動は難

しいため、身近な環境、特に河川や森林におけ

る活動について考えながら、これらの活動を足

掛かりとして、海とのつながりを意識させると

よいでしょう。持続可能な社会を目指すために

どのような活動ができるか議論を深めましょ

う。 

 
  

海を守る 

海を知る 海を守る 

海を守る 海を利用する 
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292 ページ 

 

持続可能な社会を作るためには、限りある資源

を有効に活用しなければなりません。再生可能

エネルギーの一つとして洋上風力発電が紹介

されています。同じ風力発電でも、陸上にある

場合と洋上にある場合を比較し、どのようなメ

リット、デメリットがあるか考えさせると、議

論が深まるでしょう。 

 
295 ページ 

 

 

小笠原諸島の自然について紹介しています。小

笠原諸島は 2011 年に世界自然遺産に登録され

ました。島の誕生以来、一度も大陸と陸続きに

なったことがないので、動植物には、隔離され

た環境で独自の進化を遂げた固有種が数多く

存在します。なぜ固有種が多いのかについて、

「海に囲まれた島」であるという観点から考察

させるとよいでしょう。一方、自然遺産に登録

されたことで観光客が増加し、さまざまな問題

も起きています。観光資源として活用すること

と、生態系保全のバランスについて、理科や社

会科の視点から総合的に議論するよい題材と

なるでしょう。 

 
  

海を守る 海を利用する 

海を知る 海を守る 

海を利用する 



 

14 
 

 

本資料は日本財団の支援により作成されました。 
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